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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・行動観察メモ、下半期人事考課表の作成をして、出来次第、菅原AOMへ添付ファイルで送信するか、来週からの予定の面談日までには提出すること。
・新年度の看護グループ事業、プログラム、行事、利用者の担当を決定した為パソコン上の担当表を各自で確認するように。

・職員旅行の日程が決まった為掲示板を確認の事。

・青陽館の利用者様で喫煙中の方に関して、一日の煙草本数と禁煙の意向、禁煙意志があるかのリスト作成を各担当で5/15までに入力の事。

保存先：みんなの共有→通所リハ→プログラムテキスト→青陽館喫煙者
・部署懇談会の費用を菅原AOMまでに渡してください。

＜研修・勉強会＞

・八戸精神科医会講演会への参加について

内容：認知症ケースの食事治療と精神症状（不眠・うつならびにせん妄などへの現場対応）
日時：5/16（木）18：45～20：30

場所：パークホテル3F

・法人研修

日時：5月14日（火）17:30～18:30
　場所：メモリアルホール
　テーマ：｢接遇の基礎について｣
　講師：三井住友海上火災保険株式会社　経営サポートセンター　
　　　　水野　光弘博氏
　ビデオ研修：5月16日（木）17：30～
　場所：メモリアルホール

＜利用者様情報＞

デイケア
・藤村　翔様　　～グループホーム世話人より情報提供があり、生活状況を確認すると、昨日は入浴していないと話している。普段は月・水・金曜日に入っている為、理由を聞くと昨日に幻聴で「今日風呂に入ると将来結婚した時に子供が死ぬ」と言われたと話している。幻聴に行動が左右されている様子があったとのこと。
・我満　奈津紀様～昨日、高橋医院へ村上脳神経外科での膵臓のMRI検査結果を持参し、受診したとの事。膵臓の異常はなく、神経性のものではないかと説明があったと言う。今朝も胃痛があったが軽減したと返答している。思い当たる事として、交際相手の仕事が上手く行かず、何度も別れ話をされている為ではないかと話しており、解決策を提示している。また、就労について特定相談支援員に相談し、就労継続支援B型事業所から検討しているとの事。
・上川原　豊様　～電話連絡にて腰痛の為欠席すると話していたが来所している。来所した理由について、「来ねぇと文句言う奴いるからよ」と返答、表情は険しくスタッフに対し素っ気ない対応をしている。腰痛については継続しているとのことで、無理のない範囲で活動するよう伝えている。
・古館　ヨリ様　～現在グループホーム入所中だが、食生活の乱れにより血糖値上昇する等が認められており、生活能力の低下が考えられる。そのため、青風荘への入所を検討中との事。今後、関係機関と情報共有していく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～本日で、排便なく5日目とのこと。本日は、昼食は全体の2/3量摂取しており不調の訴えは聞かれていない。今後も体調、排便状況を確認していく。
・倉橋　生子様　～昨日、担当医と面談後、処方変更あり。ﾛﾅｾﾝ錠（8）2T　1×ｎｄE(朝・夕)、ﾛﾅｾﾝ錠（4）2T　1×ｎｄE(朝・夕)止めとなり、ﾍﾟﾛｽﾋﾟﾛﾝ塩酸塩錠（4）　4T　2×ｎｄE(朝・夕)追加処方となっている。青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後自室に篭り布団を被っている。服薬のため2回放送を入れるが、来ないため訪室していたとこと。その後、他メンバーについての苦情を話すことや、明日、青陽館に行きたくないと話しており、24時まで部屋の電気が付いていたとのこと。今朝は、4時に部屋の電気が付いており、朝食後薬の服薬時は、青陽館を休みたいと話していたとのこと。来所してからはミーテングルームで他者交流なく過ごしていたが、作業療法では漢字練習に取り組み、丁寧に書いており集中している様子が窺える。昼食は全量摂取しており、服薬も時間通りできている。
・山田　隆雄様　～青風荘より情報提供があり、昨日鹿内歯科を受診しており、義歯による両側歯肉の傷があり、外用薬ｱﾌﾀｿﾞﾛﾝが処方となったとのこと。昼食は全体の2/3量摂取しており不調の訴えは聞かれていない。
・岩城　敏夫様　～青風荘より情報提供があり、昨日鹿内歯科を受診しており、下顎義歯右側の咬合調整中。義歯調整に、もう少し時間がかかるとの事。昼食事、「右下奥歯が痛い」と話しているが、食事は全量摂取している。
・奥山以依子様　～青風荘より情報提供があり手を見せており、乾燥して一部肌荒れがあったため、ニベアで保湿ケアをしていたとのこと。本日は、手の肌荒れについての訴えは聞かれない。
ナイトケア

・村上　元道様　～今年中に単身生活をする準備として、スマホでアパート探しをしていたらいい物件があり、青明舎職員と物件を見に行きたいと思っているとの事。今年度より担当職員が変わったからと担当職員に宗教や就労、1人暮らしに関する訴えを気分高く声高にしており、スタッフが説明している最中でも話そうとすることがある。気分高く声高に話している現状を振り返りと、本人も自覚はしているが「大丈夫だよ」とのみ話している。ステップアップをすることは悪いことではないが、体調を崩してしまうほど無理はするべきではないこと、今後に向けて体調を崩さない為に自身でできることを考え対処能力を向上してみる様提案すると「考えてみる」と話している。
・齋藤　良宏　様～御家族より電話連絡あり。皮膚科受診の結果について、受診の際に軟膏を塗布、痛みの訴えがない為軟膏と化膿止めが処方となっている。今後も受診する予定であり、次回利用日は来所する予定であるとのこと。

＜事故報告・振り返り＞

5月8日、斎藤　良宏様の熱傷についての振り返りを実施。
・事故時の行動及び原因
⇒日勤スタッフ1名、遅番勤務スタッフ2名と普段より人数が少なかった。
⇒一部のスタッフはスタッフルームで申し送りの情報を見ていたり、他利用者への対応に追われており、スタッフ全員の見守りは出来ていない。
⇒齋藤様の近くにスタッフが着けていなかったため、注意喚起等も行えなった。
⇒普段から食事の際に問題のない利用者であるため、危険は少ないだろうという考えがあった。
・今後の対策

⇒スタッフが最低1名は齋藤様に見守りに付く体制を整える。
⇒味噌汁を提供するタイミング（見守り体制が整ってから）、・味噌汁の温度調整を行う。
＜事業について＞

今後のショートケアへの移行や、利用率向上に対して、他部署、関連法人、他施設との連携強化を図りつつ、機関誌の継続発行等の広報活動を引き続き行っていく予定。また、現在のプログラムを見直し、改めて利用者により適したプログラムを提供できるようにしていく。スタッフ内で、プログラム担当、広報担当を決定し、より充実した取り組みにする。
・見直し予定であるプログラムと対策方法

就労支援プログラム、祝日プログラム　

⇒研修参加や自身での情報収集を実施し、他病院・デイケアでの取り組み方法を学び、当院で活かす。
・各担当

プログラム担当

⇒鳥谷部　工藤　蕨野

広報活動

⇒馬場　藤田　石田

(デイケア利用中)








